
可
般
小
股
昌也
十

岩
村
式
部
と
申
人
の
娘
・

+
六
忙
な
り
け
る
哉
の
秋
の
は
じ
め
、
盟

書
病
に
ふ
し
て
居
侍
り
け
る
附
刷
、
三
日
月
を
見
て
、

史
る
を
も
ま
た
ぬ
よ
は
ひ
の
た
ぐ
ひ
ぞ
と
心
細
く
も
三
日
月
の
益

n
Z
も
哀
に
候
へ
北
ぺ
か
ゃ
う
の
類
は
世
上
K
治
ほ
〈
御
陵
候
。
散
は

問
自
存
候。

以
上
。

八
月
三
日

右
は
先
年
従
鳩
m此
先
生
・
小
谷
勉
普
へ
被
諮
候
性
問
。
此
の
越
に

付
中
泉
一
勝
へ
小
谷
被
相
帯
候
庭
、
彼
兄
物
語
の
趣
如
左
。

背
如
関
事
毛
利
家
殺
代
の
人
K
て
、
五
百
石
許
の
身
上
に
て
候
。
同

列
の
人
と
不
利
に
て
巾
分
有
之
、
京
都
へ
立
退
き
十
年
許
も
在
来
に

て
候
。
斐
も
有
之
、
子
飴
多
有
之
候
。
惣
領
八
郎
、
共
次
は
侃
披
慌

て
間
四
師
に
て
候
。
十
八
の
女
子
・
是
は
綿
花
有
之
歌
よ
み
に
て
候
。

共
次
花
女
子
一
入
、
米
子
は
十
三
の
男
子
陀
て
侠
o
女
子
雨
人
の
間

に
盲
目
の
男
子
も
有
之
候
。

下
女
一
人
召
使
候
て
数
年
在
京
、
其
後

毛
利
政
よ
り
召
返
さ
れ
候

τ、
如
関
一
人
江
戸
へ
混
同
候
成
‘
如
関

申
分
は
、
被
召
返
候
事
陀
候
は
ピ
、
最
前
相
手
の
者
、
切
腹
被
仰
付
候

は
ピ
器
禁
旨
巾
候
。
共
出
叩
分
毛
利
限
立
阪
に
て
、
先
づ
抑
込
也
被
巾

候
。
此
趣
承
候
と
共
ま
弘

、
惣
領
八
郎
早
速
江
戸
へ
能
館
‘
此
桜
子

之
倹
と
て
も
、
公
阪
の
者
に
柏
町
職
の
仕
形
は
‘
難
心
得
候
山
市
候
へ

ぽ
、
泰
子
共
巾
候
は
、

銀

ht
赴
は
不
存
知
寄
容
に
て
候
。
此
方
共
は
、

毛
利
家
よ
り
の
伎
と
存
じ
候
て
如
此
に
候
。
扱
は
公
儀
御
役
人
民
て

候
哉
.
さ
候
は
ど
成
程
心
得
巾
・候

m.悶
陀
就
き
可
申
候
。
乍
然
此
袋

東
陀
て
は
見
苦
候
問
、
装
束
改
候
て
可
能
向
旨
巾
候
て
内
へ
入
、
金

て
段
位
候
哉
‘
何
も
諒
を
飲
み
巾
候
。
去
共
前
座
陀
は
死
不
申
候
て
‘

何
も
抑

へ
ら
れ
中
候
。
京
よ
り
大
坂
へ
出
し
、
大
坂
よ
り
拘
陀
て
龍

出
候
支
度
陀
候
庭
、
結
民
衆
申
時
分
・

一
同
智
正
如
閑
安
曇
死
仕
、
そ

れ
よ
り
段
々
に
死
巾
・候
。
官
目
の
子
並
下
女
は
、
張
主
飲
不
巾
候
か

死
不
申
候
故
、
商
人
の
者
共
を
舟
に
の
せ
申
白
候
庭
、
盲
人
は
舟
陀
の

り
候
日
よ
り
断
食
し
て

、
二
三
日
有
之
死
巾
候。

下
女
は
よ
き
聞
を

見
合
.
海
に
飛
入
り
死
申
候
山
。
間
帯
家
不
抽
出
死

E
潔
く
仕
候
儀
、
無

比
類
都
と
て
、
兵
凶
京
師
に
は
此
訴
を
の
み
申
償
供
出
。
中
'A六
布
術

門
と
は
、
如
閑
無
二
の
交
に
て
、
数
年
の
問
笠
夜
明
し
巾
候
放
.

一

感
能
く
先
居
申
候
。
右
下
女
も
一

接
、
如
関
宅
へ

参
候
へ
ば
、
茶
の

か
よ
ひ
致
し
候
て
、
よ
く
見
先
え
地
価
在
候
成
、
む
じ
/
¥
と
殺
し
候

て
、
何
の
働
も
有
之
間
数
鉢
陀
見
え
申
者
の
由
酬
明
に
て
候。

一
、
初
生
浪
人
紡
仰
勘
兵
術

可
観
小
股
巻
十

一
一一

承
届
候
て
、
自
江
戸
京
都
へ
二
日
牛
に
罷
防
候
て
母
へ
巾
候
は
爾

々
の
趣
に
て
候
。
れ
恥
平
御
先
制
同
可
紋
成
供
。
跡
の
俄
も
無
心
併
存
侠

得
共
・
私
は
兎
角
江
戸
へ
山
田
山
川
候
て
、
如
何
様
と
も
如
閑
松
と
ご
仰

に
可
混
成
旨
巾
侠
て
‘
叉
取
て
返
し
、
江
戸
へ
徒
出
で
如
闘
と
一
所
K

成
、
間
人
と
も
毛
利
殿
よ
り
切
腹
被
巾
付
候。

掠
京
都
所
司
へ
毛
利

殿
よ
り
、
布
の
泊
り
被
申
鑑
、
如
閑
妻
子
京
都
に
罷
在
候
。
此
恕
牧

捕
仕
皮
候
。
此
方
よ
り
人
地
候
て
は
、
及
騒
動
可
巾
候
問
、
被
仰
付

候
て
御
捕
へ
さ
せ
可
被
下
候
旨
K
て
、
所
司
よ
り
公
儀
の
役
人
足

騒
等
治
之
、
捕
へ
さ
せ
ら
れ
候
。
偏
肢
の
間
同
者
も
、
江
戸
に
て
如
閑

抑
佑
ら
れ
炉
、
儀
承
候
と
‘
八
郎
罷
越
候
以
後
、
赴
も
江
戸
へ
能
越
候

慮
、
道
陀
て
如
閑
父
子
切
腹
の
印
刷
承
候

τ
.共
ま
h

東
山
師
道
来
の
腐

に
て
切
腹
仕
候
由
民
候
。
扱
京
婆
子
の
宅
へ
召
捕
人
参
候
と
，
如
閑

妥
は
鎚
、
十
八
の
娘
は
長
刀
陀
て
働
市
候
て
、
公
俄
役
人
数
多
乎
を

負
巾
候
。
共
内
陀
役
人
-
人
、
内
へ
入
候
て
一
人
の
女
子
を
捕
へ
て

山
で
ん
と
す
る
問

t
.
寸
三
の
男
子
刀
を
以
て

n
L
E切
倒
し
巾
候
。

か
桜
の
働
に
何
も
砕
易
し
、
先
づ
一

引
引
申
候
o
共
後
騎
馬
の
者
一

人
間
山
越
候
て
・
円
山
は
如
何
の
狼
新
陀
て
候
故
。
只
今
召
捕
に
傘
候
者

共
は
、
何
も
公
儀
の
者
共
に
て
候
。
た
と
ひ
毛
利
家
へ
封
し
悦
憤
有

京
都
天
徳
寺
の
塔
到
に
ち
モ
う
院
と
い
ふ
寺
あ
り
。
此
住
持
或
時
外

へ
出
巾
候
刻
、
寺
の
門
側
に
年
齢
六
十
許
の
老
翁
、
時
間
包
を
脇
に
置

き
編
笠

E
敷
昔
、
帥
出
然
と
し
て
有
之
候
。
位
持
是
主
見
候
て
、
を
か

し
き
男
か
な
と
存
じ
行
過
候
得
共
、
不
審
K
存
じ
候
放
.
家
来
を
返

し
椿
候
へ
ば
、
総
と
申
候
て
可
名
乗
者
に
て
も
無
之
候
。
御
寺
の
念

仰
鉦
紋
の
音
.
殊
勝
に
存
承
間
同
在
候
向
巾
・
候
。
住
持
は
末
へ
龍
館
、

持
H
h
k
m国
防
侠
島
、
治
彼
翁
門
前
陀
四
時
在
候
故
、
如
何
と
相
官叫
候
へ

ば
、
念
俳
の
茸百
妹
勝
広
存
じ
候
て
致
蕗
附
‘
先
刻
よ
り
罷
在
候
旨
巾

候
に
付
.
食
事
は
如
何
、
俄
不
巾
侠
哉
と
締
役

へ
ば
、
食
も
不
致
候
。

如
何
様
少
し
飢
申
由
民
付
、
寺
へ
入
れ
食
な
ど
需
給
候
て
、
掠
何
者

陀
候
哉
と
野
候
へ
ば
、
名
衆
不
巾
候
。
か
級
陀
い
た
し
、
+
D
K
さ
ま

よ
ひ
あ
り
き
候
て
、
自
主
迭
候
由
申
候
。
様
子
物
言
た
ど
者
に
て
無

之
様
子
に
候
故
.
州
都
L
K

の
俄
問
答
哨
さ
せ
候
へ
ば
.
色
々
の
憐
物
航
叩

候
て
‘
殊
の
外
住
持
致
感
心
候
て
、
外
へ
可
参
出
国
も
無
之
候
は
y
.

此
許
陀
抽
出
H

K
て
も
龍
在
候
桜
花
と
巾
候
て
‘
毎
日
寺
役
の
外
は
附

さ
せ
侠
出
師
、
額
三
剛
自
主
都
北
ハ
巾
候
。
佐
世
刊
よ
り
天
徳
苛
へ
申
入
候

て
、
後
に
は
方
丈
の
明
相
手

K
成
申
候
。
共
時
分
井
伊
の
鐙
拐
部
殿
、

酬
明
の
者
を
抱
被
申
侠
節
陀
て
侠
故
、
か
様
/
¥
の
者
有
之
由
、
掃
部

一




